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議長

答弁席

議員議席

録音

機器

与謝野町議会の議場内配置図

土
つ ち だ

田　安
や す こ

子
事務局・書記 上下水道課長

吉
よ し だ

田　達
た つ お

雄

住民環境課長

朝
あさくら

倉　　進
すすむ

　町長

山
やまぞえ

添　藤
と う ま

真植
う え だ

田　弘
ひ ろ し

志
企画財政課長

平
ひ ら の

野   公
きみのり

規
税務課長

会計室長

飯
いいざわ

澤嘉
か よ こ

代子

防災安全課長

小
こ い け

池　大
だいすけ

介 小
こ い け

池　信
しんすけ

助
教育次長 子育て応援課長

長
ながしま

島　栄
えいさく

作
農林課長

井
いのうえ

上    雅
まさゆき

之

教育長

塩
し お み

見　定
さ だ お

生
代表監査委員

足
あ だ ち

立     正
まさひと

人 西
にしはら

原　正
ま さ き

樹
建設課長

質
問
席

保健課長

前
ま え だ

田　昌
まさかず

一
CATV センター長

森
もりおか

岡　克
かつなり

成

髙
たかおか

岡　伸
のぶあき

明

和
わ だ

田　裕
ひろゆき

之

小
こ ま き

牧　義
よしあき

昭

渡
わたなべ

邉　貫
か ん じ

治

安
あ だ ち

達　種
た ね お

雄江
え ば ら

原　英
ひ で き

樹

伊
い と う

藤　幸
ゆ き お

男多
た だ

田　正
まさなり

成 史
し ろ う

郎
ふ　じ　た

　総務課長

浪
な み え

江　　学
まなぶ

小
こ む ろ

室　光
みつひで

秀
商工観光課長

浪
な み え

江　昭
あきひと

人
　福祉課長

事務局長

小
こ ま き

牧　伸
の ぶ ゆ き

行

宮
みやざき

﨑　有
ゆうへい

平

塩
し お み

見　　晋
すすむ

河
か わ べ し ん た ろ う

邉新太郎 有
ありよし

吉　　正
ただし

家
い え き

城　　功
いさお

議長

　副町長

和
わ だ

田　　茂
しげる

社会教育課長

坪
つぼくら

倉　正
まさあき

明

新役員構成 決まる
  さらに 行動する議会をめざして！

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
活

動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
70
回
臨
時
議
会
に
お
き

ま
し
て
第
六
代
の
議
長
と
し
て
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
与
え

ら
れ
た
重
責
を
果
た
す
べ
く
円
滑
で
公
正

な
議
会
運
営
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
合
併
以
来
10
周
年
を
迎
え
今

春
に
は
記
念
式
典
や
今
後
い
ろ
ん
な
行
事

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
も
こ
れ
に

呼
応
し
「
子
ど
も
議
会
」
を
計
画
し
、
小

学
生
、
中
学
生
に
初
議
会
を
体
験
し
て
も

ら
う
主
権
者
教
育
の
一
環
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
で
は
、
次
の
10
年
を
見
据
え
、

あ
る
べ
き
町
の
実
現
に
向
け
て
、
今
年
3

月
議
会
で
提
案
さ
れ
た
地
方
創
生
に
係
る

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
積
極
的
に
推
進

さ
れ
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、
議
会
の
最
も
重
要

な
役
割
で
あ
る
監
視
機
能
を
更
に
強
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
議

員
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
学
び
な
が

ら
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
と
も
議
会
に
対
し
、
温
か

い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

  『
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
』

㔟 

籏
　
毅
　

多田 正成

塩 見　晋

㔟 籏　毅

監
査
委
員

副
議
長

議
長

委
員
会
の
構
成

議会運営委員会

委 員 長　家 城 　 功

副委員長　安 達 種 雄

委　　員 塩 見 　 晋

　 多 田 正 成

　 宮 㟢 有 平

　 和 田 裕 之

総務文教厚生
常任委員会

委 員 長　小 牧 義 昭

副委員長　多 田 正 成

委　　員 有 吉 　 正

　 家 城 　 功

　 伊 藤 幸 男

　 江 原 英 樹

　 多 田 正 成

　 宮 㟢 有 平

産業建設環境
常任委員会

委 員 長　和 田 裕 之

副委員長　安 達 種 雄

委　　員 今 田 博 文

　 河 邉 新太郎

　 塩 見 　 晋

　 髙 岡 伸 明

　 藤 田 史 郎

　 渡 邉 貫 治

㔟
せ

籏
はた

　毅
さとし

㔟
せ

籏
はた

　毅
さとし

今
いま

田
だ

　博
ひ ろ み

文

申し合わせ
による改選
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一部事務組合・広域連合議会議員 ※各議員は 50 音順

与謝野町宮津市中学校組合
議　　員 家 城 　 功

　 小 牧 義 昭

塩 見 　 晋

　 髙 岡 伸 明

　 宮 㟢 有 平

　 渡 邉 貫 治

宮津与謝消防組合
議　　員 家 城 　 功

　 伊 藤 幸 男

　 小 牧 義 昭

㔟 簱 　 毅

宮 㟢 有 平

宮津与謝環境組合

議会広報特別委員会

副 議 長　塩 見 　 晋

議　　員 今 田 博 文

　 多 田 正 成

　 和 田 裕 之

京都地方税機構
　 㔟 簱 　 毅

京都府後期高齢者医療広域連合
　 塩 見 　 晋

委 員 長　伊 藤 幸 男

副委員長　今 田 博 文

委　　員 安 達 種 雄

　 家 城 　 功

　 江 原 英 樹

　 塩 見 　 晋

　 渡 邉 貫 治

議
会
事
務
局

局
　
長

　

小

牧

伸

行

主
　
幹

　

土

田

安

子

主
　
任

　

由

利

景

子

会派の動き
後半２年の会派構成

会派届 ４月11日（４会派）→４月18日（議長選後５会派になる）

　
議
員
は
４
年
任
期
で
あ
る
が
、
２
年
ご

と
に
議
会
役
職
を
改
選
す
る
申
し
合
わ
せ

が
あ
る
。
今
回
の
会
派
届
け
は
４
月
11
日

で
締
め
切
ら
れ
、
４
会
派
か
ら
届
け
出
が

あ
っ
た
。

　

４
月
18
日
に
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、

㔟
籏
議
員
が
当
選
し
た
。
そ
の
後
、
会
派

代
表
に
よ
る
副
議
長
、
監
査
委
員
、
各
委

員
長
な
ど
の
人
選
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
最
中
に
、
新
政
ク
ラ
ブ
の
５
人
メ

ン
バ
ー
が
、(

新)

新
政
ク
ラ
ブ
３
人
、(

新)

与
謝
野
ク
ラ
ブ
２
人
に
な
る
新
た
な
会
派

届
け
出
を
行
な
い
、
４
会
派
か
ら
５
会
派

解 

説

会
派
と
は

　

こ
の
与
謝
野
町
議
会
で
は
、
会
派

(

主
義)

制
度
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

会
派
と
は
、
議
会
内
に
結
成
さ
れ

に
な
っ
た
。

　
会
派
代
表
に
よ
る
選
考
の
話
し
合
い
の

最
中
に
、
会
派
を
割
る
よ
う
な
変
更
は
異

例
な
こ
と
で
あ
り
、
過
去
に
は
こ
う
し
た

こ
と
は
な
く
、
協
議
の
下
で
決
め
ら
れ
て

き
た
。

　
今
回
は
、
新
た
な
会
派
届
け
を
受
け
て
、

会
派
代
表
者
会
議
で
の
協
議
が
行
な
わ
れ

た
結
果
、
新
政
ク
ラ
ブ
か
ら
議
長
、
監
査

委
員
、
与
謝
野
ク
ラ
ブ
か
ら
副
議
長
が
選

ば
れ
た
。

　
今
後
は
、
役
員
改
選
の
最
中
に
会
派
届

の
変
更
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
慎
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
共
産
党

与
謝
野
町
議
員
団

◎ 

和
田　
裕
之

伊
藤　
幸
男

髙
岡　
伸
明

よ
さ
の
21
ク
ラ
ブ

◎ 

家
城　
　
功

今
田　
博
文

藤
田　
史
郎

新
政
ク
ラ
ブ

◎ 

㔟
籏　
　
毅

塩
見　
　
晋

渡
邉　
貫
治

多
田　
正
成

宮
﨑　
有
平

魅
力
の
会◎ 

安
達　
種
雄

小
牧　
義
昭

江
原　
英
樹

新
政
ク
ラ
ブ

◎ 

多
田　
正
成

渡
邉　
貫
治

㔟
籏　
　
毅

与
謝
野
ク
ラ
ブ

◎ 

宮
﨑　
有
平

塩
見　
　
晋

た
議
員
の
政
策
的
・
同
志
的
集
合
体
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

２
人
以
上
の
議
員
を
も
っ
て
結
成
す
る
こ

と
が
で
き
、
会
派
代
表
は
議
会
の
円
滑
な
運

営
を
は
か
る
た
め
の
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
・
決
算
質
疑

を
会
派
代
表
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
は
会
派
代
表

去る４月 22 日、環境組合議会
が開かれ、副議長に塩見議員が
選ばれました。



67 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

農
林
課
長　

２
つ
の
地
域
の
連
携

は
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
継
続

に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も
要
望

し
て
い
る
。

問　

特
産
物
生
産
応
援
事
業
補
助

金
１
５
０
万
円
と
中
山
間
地
事
業

の
関
係
は
。

農
林
課
長　

１
５
０
万
円
は
、
滝
・

金
屋
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

だ
。
農
地
を
守
る
政
策
の
中
に
、

平
地
に
比
べ
不
利
な
た
め
交
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
滝
と
金
屋
が

担
っ
て
い
る
。

問　

命
の
里
事
業
の
取
り
組
み
と

役
割
は
。

農
林
課
長　

X
キ
ャ
ン
プ
事
業
を

し
て
い
る
。
若
い
力
で
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
、
交
流
と
定
住
を

考
え
て
い
る
。

問　

命
の
里
事
業
は
滝
と
金
屋
だ

け
な
の
か
。

農
林
課
長　

地
域
連
携
と
実
施
要

件
が
あ
る
の
で
、
滝
と
金
屋
が
方

針
を
示
し
た
。

問　

地
域
間
を
超
え
て
も
可
能
か
。

農
林
課
長　

隣
接
が
良
い
が
、
連

携
の
合
意
が
必
要
。

問　

命
の
里
事
業
は
、
年
限
が
あ

り
、
毎
年
延
長
さ
れ
て
い
る
。
恒

常
的
な
事
業
と
し
て
府
に
申
し
入

れ
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

命
の
里
事
業
の
取
組
は

地域とふれあうX（エックス）キャンプのメンバー

髙
岡
伸
明

６月定例会 一般会計補正予算（１号・２号）

過疎地域集落支援事業1,950万円など
予算総額　135億3,590万円   

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
～
23
日
ま
で
21
日
間
開
催
し
た
。

　

一
般
質
問
は
14
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
の
見
解
を
質
し
た
。

　

補
正
予
算
３
件
、
報
告
２
件
、
人
事
案
件
３
件
、
条
例
改
正
２
件
、

条
例
廃
止
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約
３
件
な
ど
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。

平成28年度議案 補正額 予算総額

一般会計補正予算１号（専決）
　 　※予備費の組み替え

０
135億3,590

一般会計補正予算２号 1億2,590

国民健康保険会計補正予算１号 30 33億7,170

（単位：万円）

【主な事業】
熊本地震職員派遣費 379万円、岩滝小学校トイレ改修

命の里事業、マイナンバー関連など

診療所一部改修工事費など

問　

か
え
で
こ
ど
も
園
の
建

設
に
係
る
国
か
ら
の
補
助
金

５
千
万
円
が
不
採
択
に
な
り
、

財
源
が
合
併
特
例
債（
借
金
）

に
変
更
さ
れ
た
。
な
ぜ
決
定

で
も
な
い
財
源
が
予
算
で
あ

が
る
の
か
非
常
に
疑
問
。

教
育
次
長　

文
科
省
の
補
助

金
で
京
都
府
と
の
交
渉
の
な

か
で
採
択
さ
れ
る
前
提
に
計

上
し
た
。
申
請
が
遅
れ
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
結
果
と

な
り
反
省
し
て
い
る
。

ミ
ス
に
対
す
る
改
善
を

問　

今
回
の
件
も
含
め
各
分

野
で
の
業
務
上
の
「
ミ
ス
」

が
多
す
ぎ
る
。
マ
ン
ネ
リ
化

し
た
業
務
や
気
の
ゆ
る
み
が

原
因
と
感
じ
る
。
改
善
を
。

副
町
長　
「
ミ
ス
」
の
段
階

で
あ
り
「
不
祥
事
」
に
は
な

っ
て
い
な
い
こ
と
は
幸
い
。

し
か
し
業
務
の
改
善
を
図
り

「
ミ
ス
」
の
無
い
よ
う
す
る
。

問　
「
ミ
ス
」
で
済
ん
で
い

る
だ
け
。
繰
り
返
し
が
大
き

な
「
不
祥
事
」
に
つ
な
が
る
。

徹
底
し
た
意
識
改

革
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
課
す
こ
と
も
必

要
。

町
長　
「
ミ
ス
」

の
無
い
職
務
遂
行

に
つ
い
て
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
も
含
め
再

度
見
直
し
を
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
信
頼
が
得
ら
れ

る
改
善
を
図
り
た

い
。
申
し
訳
な
い
。

家
城
　
功

岩屋通学路の安全施策
安達種雄

問　

旧
岩
屋
保
育
所
か
ら
東

側
府
道
に
つ
な
が
る
交
差
点

の
カ
ー
ブ
に
お
い
て
、
児
童

の
登
校
時
間
帯
に
通
勤
者
の

車
も
多
く
、
か
な
り
の
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
。
特
に

雨
の
日
に
は
子
供
た
ち
の
傘

が
風
に
あ
お
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
、
府
道
の
幅
も

特
に
狭
く
大
変
危
険
で
あ
る
。 　

す
ぐ
に
道
路
改
良
は
困
難

だ
と
思
う
が
、
カ
ー
ブ
の
西

側
と
東
側
双
方
向
に
ド
ラ
イ

バ
ー
に
注
意
喚
起
を
促
す
大

き
な
立
て
看
板
を
立
て
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

通
学
路
安
全
推

進
協
議
会
を
７
月
に
予
定
し

て
い
る
の
で
検
討
す
る
。 こんなに危険な通学路

庁舎内のようす

水の重要性再認識を
小牧義昭

問　

命
の
里
事
業
の
農
業
政

策
面
に
お
い
て
、
生
活
環
境

や
農
業
経
営
の
見
地
か
ら
水

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

農
林
課
長　

人
が
生
き
る
上

で
最
重
要
物
だ
と
考
え
る
。

問　

石
田
ト
ン
ネ
ル
工
事
施

工
に
よ
り
石
田
・
弓
木
で
は

水
流
・
流
量
・
水
質
の
変
化

で
不
安
が
あ
る
。
仮
設
水
路

の
敷
設
で
、
農
業
者
は
勿
論
、

生
活
者
も
今
後
の
計
画
や
対

応
が
気
に
な
る
が
。

建
設
課
長　

京
都
府
は
29
年

度
に
は
水
路
の
本
工
事
を
進

め
る
意
向
で
地
域
の
方
に
十

分
説
明
し
て
理
解
を
求
め
る

と
し
、
町
も
慎
重
に
進
め
る
。

問　

水
質
の
変
化
に
よ
り
水

苔
が
生
え
る
と
聞
く
が
。

建
設
課
長　

府
に
報
告
し
、

調
査
も
し
て
頂
い
て
い
る
。

問　

今
後
の
問
題
解
決
（
水

の
枯
渇
・
施
設
維
持
等
）
の

組
織
団
体
設
立
の
考
え
は
。

建
設
課
長　

町
と
し
て
責
任

あ
る
対
応
を
し
た
い
。

問　

集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏

形
成
事
業
は
、
与
謝
小
校
区

を
基
幹
集
落
と
し
農
業
者
が

中
心
だ
が
他
地
域
と
関
係
は
。

建
設
課
長　

野
田
川
・
岩
滝

の
連
携
を
進
め
農
業
物
流
や

水
の
重
要
性
も
共
有
し
た
い
。

ｐ H を下げる貯水槽 ＊

＊ pH（ピーエッチ／ペーハー）とは、酸・アルカリの度合い（強さ）を表す数値。
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問　
「
地
方
創
生
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
地
方
版
で
、
道
州

制
を
狙
っ
た
も
の
」
と
い

う
研
究
者
ら
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
た
め
な
の
か
、
地

方
創
生
の
中
核
都
市
圏
構
想

に
よ
っ
て
、
全
国
で
は
各
市

町
の
自
主
権
が
な
く
な
る
事

例
も
出
て
い
る
。
北
部
連
携

都
市
圏
構
想
は
違
う
と
い
う

が
、
知
事
が
「
フ
ル
セ
ッ
ト

自
治
体
を
支
援
す
る
も
の
で

な
い
」
と
の
発
言
も
あ
る
。

町
の
自
主
権
は
ど
う
な
る

各
７
市
町
の
自
主
権
や
地
域

性
・
歴
史
的
な
違
い
な
ど
の

独
自
性
は
保
証
さ
れ
る
と
、

町
長
は
明
言
で
き
る
か
。

町
長　

７
市
町
協
議
の
中
で
、

自
主
権
や
独
自
性
の
尊
重
の

検
討
も
さ
れ
、
７
市
町
も
そ

れ
を
共
有
し
て
い
る
と
、
私

は
思
っ
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
問
題

問　

先
の
議
会
で
充
分
な
審

議
も
せ
ず
決
議
し
た
新
幹
線

延
伸
問
題
は
、
並

行
従
来
線
の
民
営

化
や
廃
止
、
重
い

地
元
負
担
、
地
域

経
済
へ
の
悪
影
響
、

運
賃
の
大
幅
値
上

げ
、
莫
大
な
建
設

予
算
な
ど
の
大
き

な
難
題
が
あ
る
が
。

町
長　

そ
の
点
や

府
下
市
町
の
情
報

も
充
分
集
め
て
、

判
断
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

伊
藤
幸
男

道路維持補修事業
渡邉貫治

問　

山
陰
近
畿
自
動
車
道

（
野
田
川
大
宮
道
路
）
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
山
か
ら
水
が
出

な
く
な
り
、
地
権
者
、
事
業

組
合
、
地
元
の
方
々
が
大
変

困
っ
て
い
る
が
。

建
設
課
長　

今
は
、
仮
排
水
、

用
水
で
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
永
久
構
造
物
と
し
て
、
地

中
に
埋
設
を
考
え
て
い
る
。

問　

町
が
主
体
か
、
府
が
主

体
か
、
取
り
ま
と
め
は
誰
が

行
う
の
か
。

建
設
課
長　

府
の
主
体
工
事

で
あ
り
、
府
が
補
償
工
事
を

行
う
。
当
然
こ
れ
か
ら
の
工

事
も
府
が
行
う
。
取
り
ま
と

め
は
、
町
で
と
考
え
て
い
る
。

問　

工
事
費
に
関
し
て
、
町

の
持
ち
出
し
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長　

ト
ン
ネ
ル
が
で

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の

で
、
当
然
京
都
府
が
行
う
。 自動車道トンネル工事現場（石田）

JR のホームページより

問　

７
９
５
０
万
円
余
を
掛

け
て
全
面
的
な
改
修
が
行
わ

れ
る
。
多
目
的
ト
イ
レ
も
設

置
さ
れ
る
こ
と
で
便
器
の
数

が
25
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

教
育
次
長　

児
童
数
の
減
少

も
あ
り
十
分
対
応
で
き
る
。

問　

使
用
し
て
い
く
と
尿
石

が
た
ま
り
、
悪
臭
の
も
と
と

な
っ
て
く
る
。
清
潔
に
使
う

た
め
に
は
、
専
門
業
者
の
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必

要
に
な
る
と
思
う
が
。

教
育
次
長　

学
校
管
理
の
財

政
的
な
面
も

踏
ま
え
て
検

討
を
す
る
。

問　

他
の
小

中
学
校
の
改

修
予
定
は
。

教
育
次
長　

再
編
計
画
の

統
合
校
を
中

心
に
考
え
て

い
く
。

岩
滝
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

旧
四
辻
浄
水
場
跡
地
鑑
定

問　

土
地
評
価
の
鑑
定
が
で

き
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
売
却
を
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

ま
ず
見
込
額
を

把
握
し
て
、
財
産
活
用
の
委

員
会
で
検
討
す
る
。

問　

進
入
路
も
あ
り
住
宅
用

地
と
し
て
も
い
い
所
な
の
で
、

公
募
で
の
販
売
を
願
う
。

総
務
課
長　

元
々
、
民
有
地

を
水
道
施
設
用
地
と
し
て
活

用
し
て
き
た
経
過
も
踏
ま
え

て
検
討
を
す
る
。

塩
見
　
晋

改修を待つトイレ

問　

実
施
隊
の
事
業
費
が
減

額
。
事
業
に
影
響
は
。

農
林
課
長　

猟
友
会
員
中
心

の
組
織
。
事
業
へ
の
影
響
は

な
い
。
防
除
フ
ェ
ン
ス
の
維

持
管
理
費
に
予
算
を
振
り
替

え
た
。

問　

議
会
懇
談
会
で
も
維
持

管
理
費
の
要
求
が
あ
る
が
。

農
林
課
長　

そ
の
要
求
も
取

組
め
る
よ
う
し
た
い
。

観
光
費
一
般
経
費

問　

大
江
山
エ
リ
ア
事
業
費

１
４
０
万
円
の
取
組
は
。

商
工
観
光
課
長　

２
市
１
町

の
連
携
で
当
町
を
中
心
に
体

験
型
交
流
事
業
に
取
り
組
む
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

問　

魅
力
が
必
要
。
今
日
ま

で
も
随
分
経
費
を
掛
け
た
。

商
工
観
光
課
長　

大
江
山
源

流
を
辿
る
事
業
で
「
薪
能
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。

道
路
維
持
補
修
事
業

問　

補
償
金
は
何
の
補
償
か
。

建
設
課
長　

工
事
進
入
路
を

作
る
た
め
の
補
償
金
で
あ
る
。

問　

補
償
の
問
題
な
ら
石
田

区
の
ト
ン
ネ
ル
水
問
題
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

建
設
課
長　

地
域
の
思
い
を

聴
き
取
り
地
域
が
犠
牲
に
な

ら
な
い
様
に
何
度
も
話
合
い
、

29
年
度
に
工
事
を
進
め
た
い
。

多
田
正
成

有害獣に荒らされた防護柵

地域支援事業の充実を
和田裕之

問　

要
介
護
１
・
２
の
方
の

た
め
の
訪
問
・
通
所
介
護
が
、

29
年
度
か
ら
市
町
村
事
業
で

あ
る
「
地
域
事
業
」
へ
移
行

さ
れ
る
が
、
受

け
入
れ
先
で
あ

る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ

は
、
ど
の
様
な

研
修
内
容
、
研

修
時
間
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の

か
。

福
祉
課
長　

20

時
間
の
研
修
で

10
講
座
を
検
討

し
て
い
る
。

問　

ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
専
門

職
で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
を
常

に
見
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、

認
知
症
な
ど
の
状
態
の
変
化

に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
医
師

な
ど
へ
の
引
き
継
ぎ
も
素
早

く
行
え
る
。
シ
ル
バ
ー
さ
ん

へ
も
、
こ
の
認
知
症
に
関
す

る
講
座
は
、
非
常
に
重
要
な

部
分
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
お
り
、
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

指
摘
の
通
り
、

認
知
症
の
早
期
発
見
は
予
防

に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に

も
な
る
。

　

い
ち
早
く
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
上
で
も
、
研
修

を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

スポーツを楽しむシルバー（滝グラウンドゴルフ場）

平成28年度一般会計予算補正２号

反対討論

　「町の自主権守れるか」
　①７市町の北部連携都市圏構想で、町の自主権などの保証が担保できるか疑問がある。②
北陸新幹線延伸問題では重大な難題が現時点まだまだ不透明である。③国の介護改悪により
市町村への移行に伴う事業実施だが、サービス低下などがあり得るのではという疑問・不安
がある。④国の制度とは言え、多額の税金を注ぎ込んできたマイナンバー制度は、国民的な
合意が得られていないために、現時点でも加入者は少ないこと。以上の点で、反対討論とする。

伊 藤  幸 男 （日本共産党与謝野町議員団）
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熊
本
地
震
支
援
義
援
金

  
６
月
定
例
会

 

４
月
臨
時
議
会

町立 認定こども園
工事請負契約　6 億 3,365 万円
国庫補助金 5,000 万円の不採択により
合併特例債で対応することになった

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員

佐
々
木
　
和
　
代

（
新
任
）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

土

田

清

司

（
再
任
）

中
　
村
　
あ
ゆ
み

（
新
任
）

財
産
区
管
理
委
員

選
任下

山
田
財
産
区

管
理
委
員
　
　
一
名

条
例

与
謝
野
町
議
会
か
ら

府
町
村
議
会
議
長
会
を
通
じ
て
10
万
円
支
援

◦
町
立
加
悦
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
物
の
老
朽
化
の

た
め
使
用
禁
止
。

そ
の
た
め
条
例
の

廃
止
。

加悦福祉センター

◦
町
立
公
民
館
条
例
の
改
正

昼
休
み
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
公
民
館
の
職

員
体
制
に
す
る
た
め
。

岩
滝
幼
稚
園
の
跡
地
に

「
か
え
で
こ
ど
も
園
」
建
設

専
決
処
分

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
員

平

野

 

公

規
　

（
税
務
課
長
）

町
税
条
例
改
正

◦
町
税
条
例
の
改
正

◦
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備

◦
一
部
の
手
続
き
に
お
い
て
個
人
番
号
の
利
用
取
扱
い
を
見
直
す
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
町
民
税
の
減
免
等
に
か
か
る
規
定
の
整
備

◦
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
適
用
に
か
か
る
規
定
の
整
備

◦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
償
却
資
産
）
特
例
措
置
の
改
正

◦
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
（
住
宅
改
修
）
に
か
か
る
減
額
規
定
の
改
正

◦
た
ば
こ
税
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
の
規
定
の
整
備

７/３　町の防災訓練　議会も災害対策本部を設置（２回目）
―― 昨年６月に議会災害対策本部の設置要綱を制定 ――

　

さ
る
７
月
３
日
、
与
謝
野
町
で
は
、

全
町
民
挙
げ
て
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

災
害
に
備
え
、
町
議
会
で
も
独
自
に

昨
年
か
ら
「
議
会
災
害
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
各
区
を
激
励
訪
問
し
実
情
を

聞
く
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

２
度
目
の
組
織
訓
練
で
し
た
が
、
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
一
層

こ
の
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

災害に強いまちづくりで安心・安全を!!

議会防災対策本部

平成27年度議案 補正額 予算総額

一般会計補正予算５号 1,114 126億6,423

特
別
会
計

簡易水道補正予算４号 ▲156 6億1,516

下水道補正予算３号 ▲982 15億6,159

介護保険補正予算５号 ▲5,160 26億5,044

国民健康保険補正予算４号 141 33億6,275

後期高齢者医療補正予算４号 ▲1,070 2億6,803

上記の各補正は年度末の調整によるもの

（単位：万円）

完成予想図



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 1213

Ｑ 

岩
滝
小
自
校
給
食
費
会
計
の
見
直
し
を

Ｑ 

岩
滝
小
自
校
給
食
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

Ｑ 

町
づ
く
り
の
考
え
は

問　
給
食
費
情
報
開
示
文
書
に
保
護
者

名
丸
出
し
の
個
人
情
報
漏
え
い
だ

が
、
責
任
は
。

教
育
次
長　

調
査
報
告
す
る
。

問　
校
長
預
り
会
計
の
給
食
費
の
決
算

書
で
は
、
滞
納
者
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
24
年
3
月
31
日
「
本
来
入
る
べ
き
額

10
万
８
千
円
」
と
収
入
に
記
載
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
は
4
月
以
降
に
納
入
さ
れ
た
金
額

だ
と
回
答
し
た
。
決
算
書
と
は
相
違
す
る
が

粉
飾
か
。
誰
が
現
金
を
入
金
し
た
の
か
。

問　
自
校
給
食
と
セ
ン
タ
ー
方
式
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長　

自
校
給
食
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
個
々
の

対
応
・
食
中
毒
予
防
や
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
が

広
い
・
配
送
費
用
が
不
要
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

施
設
整
備
が
多
額
・
人
件
費
・
事
務
・
労
務
・

衛
生
管
理
が
必
要
。
セ
ン
タ
ー
は
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
逆
転
す
る
。

問　
朝
食
を
と
ら
ず
に
登
校
す
る
子
ど

も
が
い
る
が
。

問　
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
活
性
化
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
「
み
え
る
ま
ち
・
海
の

玄
関
」
に
は
、住
民
と
行
政
の
「
協
働
」「
新

し
い
公
共
」
の
概
念
が
あ
る
な
か
で
、
住

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

町
長　
「
み
え
る
ま
ち
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
自
ら
が
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
主
導
す
る
形
で
、
生
活

空
間
の
現
状
と
未
来
へ
の
思
い
を
共
有
し
、

互
い
に
協
力
し
て
進
め
る
。
主
役
は
地
域

教
育
次
長　

平
た
く
言
え
ば
滞
納
、
3

月
末
で
納
入
で
き
な
い
保

護
者
が
あ
り
、
入
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
し

て
、
本
当
は
正
し
く
は
な
い
と
思
う
が
帳

尻
を
合
わ
せ
て
い
る
。

問　
校
長
が
押
印
し
保
護
者
に
配
ら
れ

た
も
の
が
粉
飾
な
ら
、
そ
れ
で
よ

い
の
か
。

教
育
次
長　

改
善
を
考
え
る
。

教
育
長　

心
が
痛
む
。
現
実
と
し
て
起

き
て
い
る
。
給
食
の
存
在
意

義
は
、
非
常
に
大
き
い
。

問　
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
が
。

教
育
長　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
す
べ
て
の

原
因
食
材
に
は
対
応
で
き
な

い
が
、
代
表
的
食
材
は
除
去
し
て
い
る
。
岩

滝
小
は
原
則
す
べ
て
に
対
応
。

住
民
で
あ
る
。

早
く
町
道
に
認
定
を

問　
都
市
計
画
の
な
か
で
舗
装
、
側
溝

も
さ
れ
た
道
路
が
認
定
さ
れ
て
い

な
い
。

町
長　

①
幅
員
が
４
ｍ
以
上
で
あ
る
②
両

側
の
側
溝
及
び
舗
装
が
整
備
さ
れ

問　
Ｙ
氏
は
一
度
に
10
万
円
以
上
を
振

込
ん
だ
が
、
帳
簿
に
記
載
な
し
。

Ｈ
氏
Ｓ
氏
Ｔ
氏
が
振
込
ん
だ
口
座
か
ら
現

金
で
２
万
５
千
円
が
引
出
さ
れ
て
い
る
が
、

帳
簿
に
は
記
載
が
な
い
。
現
金
は
ど
こ
に

行
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　

学
校
に
確
認
の
上
調
査
し

た
い
。

問　
「
5
年
間
遡
及
し
第
三
者
と
監
査
委

員
に
よ
り
、
9
月
定
例
会
で
真
相

を
明
か
に
す
る
こ
と
。
28
年
度
か
ら
一
般
会

計
に
組
入
れ
監
査
対
象
と
す
る
こ
と
。
調
査

し
詐
害
行
為
な
ら
、
責
任
の
所
在
と
取
り
方

を
明
確
に
す
る
こ
と
」
を
要
求
す
る
。

教
育
長　

ク
リ
ー
ン
に
す
る
。

町
の
原
発
避
難
計
画
は

問　
原
子
力
災
害
時
の
住
民
避
難
計
画

が
必
要
で
は
。

町
長　

避
難
計
画
の
策
定
は
必
要
で
あ
る
。

担
当
課
で
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。

問　
橋
立
中
学
校
や
与
謝
の
海
支
援
学

校
の
子
ど
も
達
の
避
難
方
法
は
。

防
災
安
全
課
長　

宮
津
市
と
同
様
、

家
族
の
も
と
に
帰

り
、
し
か
る
べ
き
指
示
を
す
る
。

問　
安
定
ヨ
ウ
素
材
配
布
の
考
え
は
。

町
長　

劇
薬
で
あ
る
た
め
、
二
次
災
害
の

恐
れ
も
あ
る
。
慎
重
に
考
え
た
い
。

て
い
る
③
５
戸
以
上
④
道
路
用
地
及
び
構

造
物
は
無
償
で
提
供
す
る
⑤
関
係
法
令
に

違
反
し
て
い
な
い
⑥
民
間
業
者
が
行
う
分

譲
地
は
、
町
と
協
議
す
る
。
以
上
①
か
ら

⑥
の
事
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
、
町
長

が
認
め
た
場
合
、
道
路
法
第
８
条
第
２
項

に
基
づ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
。

建
設
課
長　

角
切
り
が
で
き
て
い
な
い

の
で
、
認
定
で
き
な
い
。

町の給食センター岩滝小の調理室もっと町民参加を（阿蘇ベイエリア）

ここが聞きたい
一 般 質 問Ａ 

早
期
に
調
査
し
て
改
善
す
る

Ａ 

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。現
状
仕
方
な
い
。

Ａ 

当
町
の
基
本
理
念
は
総
合
計
画
に
あ
る

小 牧 義 昭髙 岡 伸 明渡 邉 貫 治

※発言順に掲載しています。

　
「
一
般
質
問
」
は
、
定
例
会
の
み
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
行

政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導
に
よ
る
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
質

問
を
受
け
る
執
行
機
関
・
理
事
者
側
も
共
に
充
分
な
準
備
が

必
要
な
た
め
に
、
事
前
通
告
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
議
案
な
ど
に
対
す
る
「
質
疑
」
は
、
提
案
さ

れ
た
議
案
に
対
し
て
疑
義
を
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。
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問　
町
内
事
業
所
に
所
属
し
て

い
る
介
護
に
携
わ
る
方
の

把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

介
護
福
祉
士
資
格
保
有

者
は
２
４
５
人
、
ヘ
ル

パ
ー
は
２
０
５
人
で
あ
り
、
以
前

か
ら
あ
る
施
設
で
は
ヘ
ル
パ
ー
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。

問　
国
家
資
格
の
介
護
福
祉
士

を
取
る
た
め
に
は
高
額
な

費
用
が
掛
か
る
。
介
護
す
る
方
も

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
も
町
で
支
援
を
す

る
こ
と
が
重
要
。

町
長　

人
材
の
確
保
・
育
成
は

福
祉
の
分
野
で
も
必
要
。

早
急
に
制
度
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

文
化
庁
京
都
移
転
の
記
事

問　
新
聞
記
事
で
は
、
当
町
が

反
対
の
方
向
を
向
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
が
。

町
長　

報
道
記
事
が
誤
解
を
招

く
内
容
で
、
当
町
の
思

問　
指
定
管
理
者
制
度
運
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
導
入

後
の
運
用
に
関
す
る
事
項
を
定
め

た
。
手
続
き
の
公
平
性
と
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
し
て
毎
年
事
業
評
価
書
を

作
成
し
公
表
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
。町

長　

評
価
書
は
、
指
定
管
理

者
と
所
管
課
の
評
価
の

比
較
に
よ
り
、
意
識
の
差
を
埋
め
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
が
、
全
て
は
で
き

て
い
な
い
。
公
表
は
全
く
で
き
て

い
な
い
。

問　
23
年
度
に
策
定
は
し
た
が

機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
実
状
に
応
じ
た
も
の
に

再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　

指
摘
に
よ
り
全
体
的
な

是
正
を
考
え
て
み
る
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

問　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
は
、
行
政
改
革
推
進

い
と
は
違
っ
た
形
で
あ
り
、
多
く

の
方
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
る

結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
深
く
お
詫

び
を
し
た
い
。
新
聞
社
に
は
抗
議

も
し
た
。

問　
当
町
は
歴
史
と
文
化
の
町
。

大
い
に
こ
れ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
新

聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
で
は
。

町
長　

全
く
同
感
で
あ
り
そ
の

よ
う
に
心
掛
け
た
い
。

椿
サ
ミ
ッ
ト
の
検
証
を

問　
検
証
を
し
、
反
省
を
今
後

に
活
か
す
こ
と
が
大
切
。

こ
う
い
っ
た
事
業
は
一
部
関
係
者

だ
け
で
な
く
、
町
が
一
体
と
な
る

取
り
組
み
が
必
要
。

町
長　

こ
れ
か
ら
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、検
証
を
行
う
。

委
員
会
へ
今
年
１
月
に
諮
問
を
し
、

28
年
度
中
の
策
定
に
向
け
「
基
本

計
画
」
と
「
実
施
計
画
」
の
協
議

を
し
て
い
る
が
、
動
き
が
何
も
見

え
な
い
。

町
長　

町
の
建
築
物
の
80
％
以

上
が
30
年
以
内
に
耐
用

年
数
を
迎
え
る
の
で
、
今
、
議
論

を
し
て
い
る
。
町
民
に
直
接
影
響

が
あ
る
こ
と
な
の
で
答
申
に
期
待

を
し
て
い
る
。

問　
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
を

町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

町
長　

混
乱
を
招
か
な
い
配
慮

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
総
務
省
の
策
定
指
針
で
も

「
議
会
や
住
民
に
十
分
な

情
報
提
供
を
」
と
し
て
い
る
。

町
長　

計
画
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

町内の介護施設モニタリングのフローチャート

家 城 　 功塩 見 　 晋

Ｑ  介護福祉士の資格取得に町の支援をＱ  指定管理者事業評価書の公表は
Ａ  早急に制度化に向けて取り組むＡ  ガイドラインに沿った公表は全くできてない

問　
減
量
化
40
％
と
い
う
高
い

目
標
値
を
掲
げ
２
ヵ
月
が

経
過
、
そ
の
検
証
・
効
果
は
。

町
長　

平
成
26
年
度
と
の
比
較

で
、
４
月
横
ば
い
、
５

月
10
％
減
と
な
っ
た
。
更
な
る
減

量
化
の
広
報
に
取
り
組
む
。

焼
却
炉
の
再
稼
働
は

問　
岩
滝
最
終
処
分
場
焼
却
炉

で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発

生
で
、
４
月
よ
り
停
止
し
て
お
り
、

焼
却
す
べ
き
可
燃
物
が
山
積
さ
れ

て
い
る
が
。

町
長　

原
因
の
特
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
早
く
再

稼
働
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ち
ょ
こ
ボ
ラ
に
工
夫
を

問　
昨
年
７
月
よ
り
美
化
活
動

の
一
環
で
始
ま
っ
た
「
ち

ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
知

ら
な
い
方
が
多
い
。
広
報
と
手
続

き
・
受
付
場
所
な
ど
の
工
夫
を
す

べ
き
で
は
。

町
長　

美
し
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
ポ
イ
捨
て
ご
み

を
拾
う
取
組
で
あ
る
。
参
加
し
や

す
い
よ
う
協
力
す
る
。

持
ち
込
み
不
燃
物
の
基
準

問　
個
人
搬
入
は
厳
し
く
チ
ェ

ツ
ク
さ
れ
、
産
業
廃
棄
物

な
ど
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
。
行
政

の
統
一
見
解
を
求
め
る
。

住
民
環
境
課
長　

分
別
大

辞
典
で

処
理
で
き
な
い
ご
み
類
で
も
、
個

人
が
少
量
に
出
す
物
は
受
け
入
れ

る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
各
区
の

溝
掃
除
で
で
る
堆
積
物
は
、
申
請

に
よ
り
無
料
で
処
理
で
き
る
。

岩滝最終処分場

田 史 郎

Ｑ  可燃ごみ減量化の検証・効果は
Ａ  広報で減量化推進の理解と協力をお願いする

問　
現
在
国
の
定
め
る
財
政
健

全
化
「
４
指
標
」
を
み
る

と
当
町
の
財
政
状
況
の
厳
し
さ
は

解
る
が
、
基
準
財
政
需
要
額
に
対

し
、
適
正
な
財
源
、
事
業
が
執
行

さ
れ
て
い
る
か
新
た
な
分
析
が
必

要
で
は
。

町
長　

27
年
度
に
固
定
資
産
台

帳
を
整
備
し
、
28
年
度

で
財
務
諸
表
を
試
作
、
財
政
分
析

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
る
。

問　
普
通
交
付
税
が
今
年
度
か

ら
逓
減
さ
れ
る
。
当
然
財

政
需
要
額
に
影
響
す
る

が
、
財
政
需
要
の
見
積

も
り
は
誰
が
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

個
別
算
定
経
費
、
公
債

費
な
ど
を
基
準
に
実
績

も
含
め
積
算
す
る
。

問　
時
代
の
変
化
、

環
境
の
変
化

で
財
政
需
要
額
は
変

わ
る
。
そ
の
た
め
に
基
準
財
政
需

要
額
と
決
算
と
の
比
較
で
財
源
の

流
れ
を
分
析
し
、
変
化
を
国
な
ど

へ
訴
え
、
交
渉
す
る
こ
と
が
必
要
。

そ
れ
が
政
治
で
は
な
い
の
か
。

副
町
長　

そ
う
言
っ
た
こ
と
も

必
要
だ
と
思
う
が
、

個
々
で
は
な
く
町
村
会
や
首
長
会

な
ど
で
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

問　
当
町
は
留
保
財
源
が
少
な

く
、
そ
の
う
え
交
付
税
が

逓
減
す
る
と
、
基
準
財
政
需
要
額

が
小
さ
く
な
り
、
今
後
の
財
源
確

保
が
更
に
厳
し
い
が
。

副
町
長　

指
摘
の
通
り
、
そ
の

こ
と
が
今
後
の
課
題

で
あ
り
慎
重
に
運
営
す
る
。

町
長　

議
論
の
な
か
で
事
業
分

析
が
必
要
だ
と
感
じ
行

革
と
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
。どうなる町の財政

多 田 正 成

Ｑ  財政分析の在り方は
Ａ  厳しい財政を乗り越える新ツールで分析
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Ｑ 
与
謝
野
町
の
行
政
評
価
の
現
状
は

Ｑ 

第
二
期
庁
舎
検
討
委
員
会
は
時
期
尚
早

問　
施
策
、
事
務
事
業
の
自
己
点
検
と

情
報
開
示
ま
で
の
行
政
評
価
作
業

の
現
状
は
。

町
長　

与
謝
野
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
り
、

達
成
状
況
を
確
認
、
検
証
し
て

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
が
、

第
二
次
総
合
計
画
を
機
に
与
謝
野
町
版
の

評
価
手
法
を
導
入
し
た
い
。

山
添
町
政
の
自
己
評
価
は

問　
３
年
前
に
庁
舎
検
討
委
員
会
の
答

申
が
さ
れ
た
。
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

町
長　
「
総
合
庁
舎
化
は
経
費
を
か
け
て

ま
で
は
必
要
な
い
が
、
必
須
だ
と

の
結
論
を
尊
重
す
る
」
を
踏
ま
え
て
協
議

を
進
め
て
行
き
た
い
。

問　
第
二
期
庁
舎
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、ど
ん
な
議
論
を
す
る
の
か
。

町
長　

中
長
期
的
な
将
来
構
想
を
議
論
し

て
い
く
。

問　
山
添
町
政
過
去
２
年
の
実
績
、
施

策
の
妥
当
性
、
達
成
度
、
町
民
の

満
足
度
は
。

町
長　

26
年
度
は
町
の
将
来
に
向
け
た
可

能
性
を
見
出
し
た
。
27
年
度
は

そ
れ
を
飛
躍
さ
せ
、
う
ね
り
を
生
み
出
す

年
と
し
て
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
拠
点
構
想
と

ホ
ッ
プ
栽
培
を
中
心
に
産
業
振
興
に
努
め
、

町
の
再
構
築
を
図
り
、
確
実
に
良
い
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

問　
町
長
の
は
っ
き
り
し
た
目
標
が
な

い
の
に
、
展
望
が
示
せ
る
の
か
。

町
長　

庁
舎
基
金
条
例
で
長
期
展
望
を
示

し
た
が
、
中
期
的
な
議
論
は
で
き

て
い
な
い
。

問　
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
る
。
職
員
と

の
意
思
疎
通
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

庁
舎
内
の
、
ま
ち
づ
く
り
本
部
会

で
議
論
し
て
き
た
が
、
今
後
も
継

ど
う
す
る
町
の
28
年
度
は

問　
28
年
度
は
、
政
府
が
地
方
創
生
を

唱
え
る
中
、
町
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
視

点
か
ら
計
画
実
行
へ
の
年
で
あ
る
。
施
策

事
業
の
具
体
的
な
事
前
目
標
設
定
値
は
。

町
長　

28
年
度
予
算
編
成
で
言
っ
た
通
り

「
新
し
い
視
点
で
の
産
業
振
興
」

「
未
来
を
見
据
え
た
教
育
施
策
」
の
２
点
を

最
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
進
め
て

き
た
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
チ
ー
ム

を
中
心
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
事
業
の
展

開
を
図
る
。

　

教
育
は
、
町
の
教
育
大
綱
を
踏
ま
え
、
創

造
的
に
未
来
を
開
拓
す
る
人
材
を
育
て
る

教
育
を
推
進
す
る
。

続
し
た
い
。

問　
具
体
的
な
展
望
が
な
け
れ
ば
、
第

二
期
検
討
委
員
会
は
無
理
だ
。

町
長　

妥
当
性
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

問　
京
の
豆
っ
こ
米
は
自
然
循
環
型
農

業
の
推
進
役
だ
。
ま
ち
の
課
題
で

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
、
今
こ

そ
戦
略
が
必
要
だ
。

町
長　

与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
。

問　
ホ
ッ
プ
の
試
験
栽
培
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

町
長　

栽
培
体
系
の
確
立
が
重
要
に
な
る
。

役場庁舎の受付岩滝本庁舎

Ａ 
総
合
計
画
の
達
成
状
況
を
確
認
、検
証
し
て
い
る

Ａ 

立
ち
上
げ
に
向
け
検
討
を
深
め
た
い

江 原 英 樹今 田 博 文

Ｑ 

災
害
応
援
協
定
の
取
り
組
み
は

Ｑ 

人
口
減
少
の
対
策
は

問　
地
震
・
台
風
・
大
雨
な
ど
大
規
模

災
害
を
被
っ
た
自
治
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
や
復
興
活
動
を
支
援
す
る
自
治
体

の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
や
、
日
常
の
情

報
交
換
・
交
流
な
ど
が
大
事
で
あ
る
が
状

況
は
。

町
長　

行
政
機
関
と
の
間
で
８
つ
の
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。
福
知
山
市
・

豊
岡
市
で
単
独
相
互
応
援
協
定
を
は
じ
め
、

綾
部
市
以
北
の
市
町
と
消
防
組
合
間
で
相

問　
我
が
国
の
社
会
人
口
構
成
が
大
き

な
展
開
期
と
な
り
、
多
産
・
多
死

か
ら
医
学
の
進
歩
で
、
一
時
的
な
人
口
増

だ
っ
た
が
、
今
は
、
少
産
・
少
死
の
時
代

に
な
っ
た
。
今
後
、
団
塊
世
代
の
方
が
80

歳
か
ら
90
歳
の
平
均
寿
命
を
迎
え
る
20
年

後
に
は
、
急
激
な
人
口
減
少
と
な
る
。
核

家
族
化
が
進
み
共
働
き
の
家
庭
が
多
い
今

日
、
出
生
率
が
上
が
る
要
因
が
な
い
。
当

町
も
昨
年
２
万
３
千
人
を
割
り
、
ち
な
み

に
、
今
年
４
月
ま
で
の
１
年
間
に
３
４
９

互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
三

重
県
明
和
町
と
島
根
県
津
和
野
町
と
の
３

町
間
協
定
や
奈
良
県
斑
鳩
町
と
の
２
町
間

協
定
も
含
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
明
和
町
と
津
和
野
町
と
は
、
毎

年
防
災
担
当
者
に
よ
る
情
報
交
換
、
意
見

交
換
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
団
体
と
14
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

人
の
減
少
で
あ
る
。
人
口
増
に
向
け
、
町

独
自
の
創
意
と
工
夫
の
施
策
が
必
要
と
思

う
が
。

町
長　

人
口
問
題
で
町
独
自
の
取
り
組
み

は
人
材
育
成
で
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
も
地
域
が
輝
き
続
け
、
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
考
え
、
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
人
を
育
て
る
こ
と
が
最
重
要

問　
高
齢
者
、
要
援
護
者
の
避
難
体
制

の
整
備
充
実
は
。

町
長　

防
災
計
画
の
中
で
も
、
要
配
慮
者

の
た
め
に
福
祉
避
難
所
を
指
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
介
護
施

設
な
ど
17
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

問　
小
中
学
校
で
の
防
災
教
育
の
取
り

組
み
は
。

町
長　

児
童
生
徒
に
は
、
授
業
時
間
や
休

み
時
間
を
活
用
し
、
様
々
な
災

害
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
や
対
応
の
仕
方

を
体
験
や
学
習
を
通
し
身
に
つ
け
て
い
る
。

ま
た
警
報
発
令
時
に
は
、
保
護
者
・
家
庭

と
情
報
を
共
有
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
の

命
と
安
全
を
第
一
に
状
況
を
判
断
し
対
応

し
て
い
る
。

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。「
ま
ち
へ
の
流

れ
を
つ
く
る
」
で
は
、
移
住
・
定
住
施
策

に
よ
り
短
期
的
な
効
果
を
狙
っ
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
。
町
独
自
施
策
で
は
、
空

き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
お
試
し

移
住
の
体
験
が
で
き
る
事
業
も
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
少
し

で
も
抑
制
し
た
い
。

地域で取り組む防災訓練（山田小学校）にぎわう阿蘇シーサイド

Ａ 

毎
年
情
報
交
換
、意
見
交
換
を
し
て
い
る

Ａ 

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
町
づ
く
り

河邉新太郎安 達 種 雄



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！

※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 1819

問　
防
災
対
策
に
女
性
の
視
点

は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

避
難
所
運
営
に
留
ま
ら

ず
、
女
性
の
視
点
を
活

か
し
た
防
災
計
画
・
対
策
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
防
災
組
織
に
、
役
員
と
し

て
の
女
性
の
配
置
や
消
防

団
へ
の
加
入
が
必
要
で
あ
り
、
防

災
活
動
の
推
進
に
、
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
、
人
材
育
成
が
必
要
と

思
う
が
。

町
長　

消
防
団
に
お
い
て
、
女

性
の
み
で
構
成
さ
れ
る

「
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
あ
い
隊
」
と
し

て
予
防
活
動
を
し
て
お
り
、
地
域

内
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
は

問　
当
町
の
児
童
生
徒
の
体
格

と
体
力
の
向
上
は
。

教
育
長　

当
町
の
小
学
生
の
体

格
は
、
府
や
全
国

平
均
値
と
比
べ
る
と
、
上
回
っ
て

問　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
り
、

３
年
半
経
過
し
た
。
当
町

で
は
、
住
民
の
暮
ら
し
や
、
中
小

業
者
の
営
業
が
良
く
な
っ
た
と
の

声
を
聞
か
な
い
。

　

大
企
業
が
利
益
を
増
や
せ
ば
、

国
民
所
得
も
増
え
、
経
済
の
好
循

環
が
生
ま
れ
、
経
済
成
長
す
る
と

い
う
理
論
で
、
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン

と
言
わ
れ
る
根
本
的
な
政
策
も
破

た
ん
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

日
本
経
済
の
６
割
を
占
め
る
個
人

消
費
は
８
兆
円
落
ち
込
み
、
史
上

初
め
て
２
年
連
続
の
下
落
を
記
録

し
た
。

　

一
方
、
一
部
の
大
企
業
は
空
前

の
利
益
を
あ
げ
、途
方
も
な
い
「
貧

富
の
格
差
」
が
広
が
り
、
耐
え
難

い
も
の
だ
。
こ
の
間
、
大
企
業
や

富
裕
層
が
、
租
税
回
避
地
の
「
タ

ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
」
を
使
っ
た
税

逃
れ
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
経
済
の
な

か
町
民
の
暮
ら
し
や
営
業
、
福
祉

い
る
。
中
学
生
の
男
子
も
上
回
っ

て
い
る
学
年
が
多
い
が
、
女
子
は

平
均
並
み
か
若
干
下
回
っ
て
い
る
。

体
力
は
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る

と
、
小
学
校
で
は
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
と
50
ｍ
走
は
全
学
年
で
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
反
対
に

握
力
・
長
坐
体
前
屈
・
反
復
横
飛

び
で
は
、
全
学
年
で
下
回
る
。
中

学
校
で
も
同
じ
結
果
が
出
て
い
る
。

問　
体
力
の
低
下
の
原
因
と
対

策
は
。

教
育
長　

原
因
は
、
社
会
環
境

や
生
活
様
式
の
変
化

等
に
よ
り
、
運
動
機
会
の
減
少
が

影
響
し
て
い
る
。
家
庭
や
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
る
。

や
社
会
保
障
を
守
り
、
地
域
経
済

を
発
展
さ
せ
る
の
か
が
強
く
問
わ

れ
て
お
り
、
町
の
責
務
だ
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
経
済
が
良
く
な
っ
て

い
る
と
の
認
識
か
。

町
長　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
業
績

を
あ
げ
た
企
業
も
あ
る

が
、
本
町
の
よ
う
な
地
方
の
町
で

は
限
定
的
だ
。
今
後
、
町
と
し
て

も
経
済
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た

め
に
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
る
。

О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報
告
で
も
、
過
去
30
年

で
加
盟
諸
国
の
大
半
で
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
は
起
こ
ら
ず
、
裕
福
層
と

貧
困
層
の
格
差
が
最
大
に
な
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

活躍するひまわりふれあい隊地域への波及効果は…？

宮 﨑 有 平和 田 裕 之

Ｑ  女性の視点からの防災対策の強化をＱ  アベノミクスで経済は良くなったか
Ａ  防災計画・対策には女性の参画が重要であるＡ  本町のような地方では効果はまだ限定的だ

問　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
貧

困
と
格
差
が
広
が
る
な
か
、

社
会
保
障
の
給
付
削
減
や
負
担
増

な
ど
連
続
改
悪
、
加
え
て
今
後
の

改
悪
も
計
画
し
て
お
り
、
あ
ま
り

に
も
異
常
で
あ
る
。
①
要
支
援
１
・

２
の
方
の
訪
問
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
保
険
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

②
要
介
護
１
・
２
の
方
の
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
「
保
険
外
し
」。
③

医
療
で
も
、全
国
医
療
機
関
の
「
経

済
的
理
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事

例
調
査
」
で
は
、
医
療
費
を
払
え

ず
「
手
遅
れ
死
」
63
人
も
…
。
低

所
得
層
が
多
い
本
町
で
は
ど
う
す

る
。町

長　

①
来
年
度
か
ら
実
施
予

定
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
職
員
の
２
回
程
度
の
研

修
を
受
け
た
上
で
、
緩
和
型
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
委
託
し
た
い
。
②
軽

介
護
・
要
支
援
１
・
２
の
生
活
支
援

な
ど
は
原
則
自
己
負
担
と
な
っ
た

が
、
現
時
点
国
府
か
ら
の
連
絡
は

な
い
。
③
27
年
度
に
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
が
で
き
、
窓
口
で
対

応
し
、
医
療
費
軽
減
や
減
免
、
無

料
定
額
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
医

療
機
関
の
紹
介
、
生
活
保
護
な
ど

の
相
談
も
受
け
て
い
る
。

政
府
、
情
報
公
開
は
せ
ず

問　
安
倍
政
権
は
経
済
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

推
進
の
立
場
だ
。
２
月
、
参
加
国

代
表
が
署
名
し
た
。
内
容
が
国
民

に
極
一
部
し
か
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
。

町
長　

私
は
反
対
の
立
場
だ
が
、

対
応
は
進
め
て
い
る
。

膨
大
な
資
料
で
、
国
民
説
明
は
充

分
と
は
言
え
な
い
。

元気で長生き

伊 藤 幸 男

Ｑ  社会保障改悪の下、どうするのか
Ａ  できるだけニーズに応えて対応していく

　　　　　議員名

　議　案

反  

対
:

賛  

成

有
吉　
　

正

髙
岡　

伸
明

河
邉
新
太
郎

小
牧　

義
昭

安
達　

種
雄

江
原　

英
樹

和
田　

裕
之

伊
藤　

幸
男

田　

史
郎

宮
﨑　

有
平

渡
邉　

貫
治

多
田　

正
成

今
田　

博
文

家
城　
　

功

塩
見　
　

晋

㔟
籏　
　

毅

28年度一般会計
補正予算第２号 12 : 3 ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○印は賛成　×印は反対
（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

賛否の分かれた議案

２
年
間「
議
会
だ
よ
り
」の

編
集
を
担
当
し
ま
す

議
会
広
報
委
員
よ
り



かえでこども園 の紹介

　

江
陽
中
学
校
で
は
、「
中
学
校
の

部
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

入
学
に
向
け
て
の
心
構
え
や
意
識

を
確
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、

入
学
の
準
備
を
進
め
る
た
め
の
一

助
と
す
る
」
と
い
う
目
的
で
、
今
年

度
か
ら
校
区
小
学
校(

三
河
内
小
学

校
・
市
場
小
学
校
・
山
田
小
学
校
・

石
川
小
学
校) 

の
6
年
生
児
童
を

対
象
に
部
活
動
体
験
を
年
２
回
計

画
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
を
6
月
15
日(

水)

に

実
施
し
、
１
０
０
名
の
児
童
が
事
前

に
希
望
し
た
部
活
動
に
緊
張
し
な

が
ら
も
一
生
懸
命
、
体
験
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　かえでこども園は幼保連携型認定こども園として、平成28
年4月より開園されました。
　園児数は3歳児から5歳児111名、未満児38名、合わせて
149名の子どもが通園しています。
　岩滝の地に新しく誕生したこども園では、幼稚園と保育所
の機能を合わせ持ち、その良さがうまく融合して、子どもや
保護者の皆さんにとっても有益な施設となるよう日々試行錯
誤を繰り返しながら教育・保育を進めているところです。
　現在は旧岩滝保育所で生活していますが、子ども達は元気
に築山から水を流して水路を伸ばして砂場までつなげたり、
砂場で工夫しながら協力しあって泥んこ遊びを楽しんだりし
ています。
　また、光る泥団子にも挑戦し、時間をかけてピカピカに磨
き上げる姿に思わず「やったね！」と感動を共にする毎日で
す。そんな姿を異年齢同士の交流の中から学んでいく子ども
達です。
　本園では、このような園での活動を重視すると共に、地域
の自然や人とのかかわりを生かした生活体験から「心情」
「意欲」「態度」などの内面性を培い、自我の形成と共に自
分をとりまく様々な人との出会いの中で生きる力の基礎を育
みたいと思います。
　健康な心と体を育て、幼児一人一人が本来持っているよさ
や可能性が引き出され、様々な体験を通して学びながら子ど
も達の笑顔や成長がたくさん見られることを願っています。

　

第
二
回
目
は
11
月
30
日(

水)

を

予
定
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
の

課
題
を
改
善
し
、
よ
り
有
意
義
な

部
活
動
体
験
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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江
陽
中
学
校 

の
紹
介

やっほー！

小さい友達も
お外で遊ぶの
大好き！

気持ち
いいなぁ


